プレスリリース
　報道関係者　各位
　ウイグルに関する地方議会の意見書が８０を超えた報告

このたび、ウイグルを応援する全国地方議員の会（以下、当会）および日本ウイグル協会は、以下の趣旨に基づき記者会見を開催いましますので取材をお願いします。
当会は、日本における世界ウイグル会議の公式窓口である日本ウイグル協会と連携して人権問題に取り組み、多くの被害実態を直接伺ってきました。今まさに地方からより一層の声を起こさなければならないとの思いから、昨年１１月に全国すべての自治体議会に意見書採択の要請を送付させて頂きました。
[bookmark: _GoBack]昨年12月末時点で、私たちが把握しているだけで８３の地方議会がウイグル問題で意見書を採択し、地方自治法第９９条に基づき日本政府に調査と対応を求めています。９府県議会で採択、６つの政令市議会で採択されており、また一般市や町村での採択も続いています。我が国はまだ国家としての意思を示すことができておりませんが、地方議会を始め日本国民からは高い関心がもたれていることが分かります。
国会決議は全会一致が慣例であり、令和２年６月の時点では政党間の調整が完了せず提案に至りませんでした。国会と同様に全会一致が原則である都道府県議会の大部分および一部の市町村議会も全会一致が原則となっています。例えば、自民・維新・公明が拮抗し議会調整が難しいと言われる大阪府議会において政党間の調整を乗り越えて全会一致となったことは最も象徴的でした。
地方議会の採択状況は公のデータとしてはまとめられないため、地方議員の会およびウイグル協会から当記者会見にてご報告させて頂きます。

■開催概要
日　時　令和４年１月１４日
開演１６：００（開場１５：３０）～１６：３０（終了予定）　
場　所　衆議院第二議員会館　多目的会議室（１階）
　主　催　ウイグルを応援する全国地方議員の会・日本ウイグル協会

■お問い合わせ先
　TEL：03-5615-9597　E-mail：info@uyghur-j.org

■日本ウイグル協会　　　　　　　　■ウイグルを応援する全国地方議員の会
https://uyghur-j.org/japan/　　https://for-uyghur.jp/
